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（一社）北九州中小企業団体連合会

　会長　池　田　幹　友

　「2021年 北中連だより夏季号」の発行にあた
りご挨拶を申し上げます。
　令和２年１月に国内で確認された新型コロナ
ウイルス感染症は第１波から第4波まで感染拡
大を繰り返し今日に至っています。
　本年７月には昨年から延期されていた東京
オリンピック・パラリンピックが開催されまし
た。コロナ対策のワクチン接種を早期に完了さ
せ、景気のⅤ字回復が期待されるところです。

１  地域中小企業を取り巻く課題
　現在、中小企業を取り巻く経営環境は厳し
く、また大きく変化しようとしています。
　とりわけ、脱炭素化に向けた動き、及び少子高
齢化に伴う長期的な人材確保難への対応は大き
な課題となっています。前者は、産業都市として
の北九州地域にとって難題ではありますが、一方
でグリーンビジネス参入の大きなチャンスを生み
出します。その代表が響灘洋上風力発電です。
　また、後者については、外国人の活用が避け
られなくなっています。これは、福岡県中小企
業団体中央会の最近の新規加入会員の約８割を
外国人技能労働者の監理団体が占めている事に
も如実に示されています。この問題に関して
は、歴史が浅く経験の蓄積が薄いため、安定的
でより良い仕組みづくりに向けて、企業、受け
入れ監理団体、外国人人材の三者間で改善・解
決すべき課題が山積しています。

２  北中連の担うべき役割とその強化
　北中連は、行政や関係支援機関から北九州地
域の中小企業を代表する組織と認識されていま
す。しかし、近年は会員数の漸減傾向が続いて
おり、このまま組織率が低下し続ければ、地域
中小企業の代弁者としての機能が弱まり、その
存在価値が失われかねません。この会員の減少
の大きな要因としては、近年の金融の緩和によ
り、高度化資金などの調達による集団化のメ

リットがなくなっていることがあげられます。
かつて集団化事業の推進に関わった役員の多く
が引退し、中小企業団体役員の世代交代が進む
中で、この懸念は一層強まっています。
　このような状況の中で、北中連が担うべき役
割は、会員への情報発信を行うとともに、多く
の中小企業者の声を吸い上げ、それを行政及び
関係機関に訴えていくことにあります。北中連
が存在価値を示すためには、この機能の強化が
不可欠です。

３  北中連と県中央会との連携の必要性
　県中央会は、県内中小企業を代表する団体と
して福岡県との非常に強いつながりを持ってい
ます。
　北中連が、このような活動を強化し推進してい
くに当たっては、マンパワーが不足しています。
この点を、県中央会北九州支所との連携を強め
ることによって埋めていきたいと考えています。
　県中央会の傘下には、福岡地区、筑豊地区、
筑後地区にも北中連と同様な性格の地域中小企
業団体があります。北中連は法人格を持つ独立
団体ですが、県中央会とのつながりは、これら
の他地域の団体と同等です。今後の北中連と県
中央会との密接な情報連携と効率化、協力体制
の再構築を目指してまいります。
　一方、北中連は、北九州市とのつながりが強
く、同市への影響力は県中央会よりも優ってい
ます。したがって、両者が連携を強め、それぞ
れの強みを生かし中小企業の声を代弁していく
ことは、双方に相乗効果を生じ、政策提言団体
として発信力を高めるうえで大きな効果を発揮
することができます。

　北中連としても英知を結集し、コロナ後の希
望ある将来に向け、力強く進んでまいりたいと
思います。皆様の絶大なるご支援とご協力をお
願いいたしましてご挨拶といたします。 

夏のご挨拶
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会長挨拶 議　　長

北中連第46回通常総会開催北中連第46回通常総会開催

　一般社団法人北九州中小企業団体連合会（以
下北中連）は、６月25日（金）16時00分から、
リーガロイヤルホテル小倉４階サファイアにお
いて、第46回通常総会を開催しました。
　新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言は
解除されたものの、まん延防止措置が講じられ
ている中、来賓をお招きせず、会員の出席も自
粛いただき、参加人数をできる限り少数に絞っ
ての開催となりました。会員数87名のうち出
席会員は15名、委任出席59名の74名が出席
し、富澤副会長の司会により、池田会長が挨拶
を行った後、梯副会長を議長に選出して議事に
入りました。
　議案第１号「議事録署名人の選任について」
は、梯議長、安田副会長、樋口副会長が選任さ
れました。
　第２号議案「令和２年度事業報告並びに収支
補正予算及び収支決算の承認について（監査報
告を山岡監事）」、第３号議案「令和３年度事業
計画案及び収支予算案の承認について」、第４
号議案「取引金融機関及び借入金最高限度額の
決定について」、第５号議案「会費の賦課及び
徴収方法の決定について」と審議を行い、原案
どおり可決承認されました。
　承認された令和２年度基本方針、重点活動目
標、実施事業は次のとおりです。

≪令和３年度の基本方針≫
　本年３月23日の内閣府の月例経済報告によ
ると、「景気は、新型コロナウイルス感染症の影
響により、依然として厳しい状況にあるなか、
持ち直しの動きが続いているものの、一部に弱
さがみられる」とされている。また、日本銀行
北九州支店の３月10日の金融経済概況では「北
九州・京築地区の経済は、厳しい状況にあり引
き続き新型コロナウイルス感染症の再拡大の影
響がみられるものの、基調としては持ち直して
いる」となっている。
　製造業の生産は概ね持ち直してきているが、
ホテルや飲食業、土産物、インバウンド関係及
びその取引先などの打撃は深刻な状況にある。
ワクチンの接種は、医療従事者を皮切りに始
まったものの遅れがちであり、広く国民に行き
わたる時期は見通せない。さらに感染力の強い
変異型ウイルスが加わった第４波も到来してお
り、短期間での収束は見込めず、影響はまだ相
当な期間に亘ることが予想される。
　このような中、生産性向上に向けたIOT、AI
などデジタル化の急速な進展、コロナ禍により
緩和傾向にあるとはいえ依然として続く少子化
による人材確保の困難、働き方改革など、中小
企業が対応すべき課題は山積している。
　さらに、昨年10月の国による「2050年まで
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に温室効果ガスの排出実質ゼロ、脱炭素社会の
実現を目指す」という宣言以降、脱炭素化が大
きな課題として急速に浮上してきた。脱炭素化
は、グリーンビジネスによる大きなチャンスを
生み出す可能性がある半面、基幹産業である鉄
鋼や幅広い関連産業への影響、EV化の促進に
よる自動車産業の構造変化を招くことも予想さ
れ、産業都市としての北九州にとっては重い課
題でもある。
　地域産業、特に中小企業をとりまく経営環境
は大きな転換期にある。このような状況の下、
北中連は、会員相互の交流・連携の強化を図
り、国、県、市はもとよりあらゆる経済団体と
さらに連携を強化し、中小企業が激変する環境
を乗り越えるために尽力するとともに、積極的
な社会参画を目指していくこととする。

≪重点活動目標≫
１ 　国、県、市の中小企業施策、金融・税制等

に関する建議・陳情
２ 　中小企業団体等の積極的な指導育成、組織

強化
３ 　金融施策、経営、技術革新、教育等に関す

る情報提供事業の強化推進
４ 　労働対策及び中小企業経営者・従業員の福

利厚生の向上
５ 　自治体からの各種委託事業への積極的な取

り組み
６ 　県、市が実施する中小企業施策や環境施策

等への積極的支援
７ 　県中央会との連携の強化

≪実施事業≫
　重点活動目標等の具体化のために下記の諸事
業を実施する。

１　建議陳情
　①　 九州経済産業局、福岡県、北九州市の関

係部局との懇談会、意見交換会の実施
　②　 県中小企業団体中央会、商工会議所等の

中小企業関係組織との積極的な連携
　③　 地域中小企業からのより幅広い施策要望

の収集及びそれに基づく国、県、市の経済
対策、中小企業施策等に関する建議陳情

　④　 中央会の九州大会、全国大会への積極的
な参加及び勧奨

２　中小企業団体等の指導育成、組織強化
　①　 経済や経営課題をテーマにした講演会、

シンポジウム、研究会等の開催
　②　 中小企業の組織化の支援・指導及び中小

企業団体の支援
　③　商工業など業種別先進地視察等の実施
　④　 ４つの部会と２つの委員会の積極的な開

催と活動促進
　⑤　  組合会員及び企業・団体会員の加入促進

と組織の強化

３　情報提供事業の充実強化
　①　 機関誌（北中連だより）の発行、掲載記

事の充実、配布範囲の拡大
　　134号　　900部　夏季（８月末）発行
　　135号　　900部　新春（１月末）発行
　②　ひまわりネットの活用、情報発信の強化

総会風景
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　③　 令和３年４月にリニューアルするホーム
ページを活用した情報発信の強化

４ 　労働対策及び中小企業経営者・従業員の福
利厚生の向上

　①　 労働環境の改善支援
　②　 国、県、市及び関係機関による労働問題

に関する事業の共催、協力、支援
　③　 高齢者等能力開発、雇用対策等セミナー

及び研修会の支援、協力
　④　 火災共済及び損害保険に関する代理業務

の推進
５ 　自治体からの各種委託事業への積極的な取組
　①　 北九州市人材確保支援及び正規雇用促進

事業の実施、調査内容の充実
　②　その他自治体からの委託事業への取組

北 中 連 表 彰北 中 連 表 彰

　組合功労者として新戸畑工業団地協同組合理
事長の西竹浩一氏が表彰され、池田会長から表
彰状と記念品が授与されました。
　なお今年度は、優良組合表彰は該当がなく、
組合功労者表彰のみとなっています。

表彰状を持つ西竹理事長と池田会長写真表彰状の授与

西竹理事長の謝辞

６ 　県、市が実施する中小企業施策や環境施策
等への積極的支援

　①　 北九州市環境審議会、北九州市環境産業
推進会議、北九州市まち・ひと・しごと
創生推進協議会、ワーク・ライフ・バラ
ンス推進協議会など各種諮問機関や審議
会等への積極的参画と支援

　②　 マイスター、技の達人事業等への参加と
積極的な支援

　③　 ３Ｒ活動推進活動等の環境保全、省エネ
への取り組みに対する積極的支援

　④　ＥＡ-２１の取得、広報の支援

　なお、以上の事業に係る令和３年度の予算と
して、総額12,829千円が承認されました。

　以上の議案の審議終了後、表彰に移りました。
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CONTENTS

　　 SDGsは、「Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）」の略称で、2015年国連
総会で、全加盟国により採択された2030年までに
達成を目指す国際目標です。
　 持続可能な開発には、次の３要素の調和が求め
られています。
　 ① 経済
　 ② 社会
　 ③ 環境
　 この３要素のトレードオフ（ある要素を優先するために、他の要素を犠牲にすること）を解消し、
SDGsを達成するため、経済成長を主導する立場である企業の果たす役割も重要性が高くなって
います。

  
 

  
 

SDGsとは

　　北九州市は、公害克服の経験で培った「市民力」や「ものづくりの技術」を自治会やESD活
動、環境国際協力などに活かしてきました。
　　こうした取組みはSDGsを先取りするものとして、2017年に国の「第1回ジャパンSDGsア
ワード」特別賞を受賞、2018年にはOECDの「SDGs推進に向けた世界のモデル都市」、国内
初の「SDGs未来都市」に選定されるなど高い評価を得ています。
　　時代の変化に対応しながら、企業や学校、市民との連携を一層強化し、オール北九州で持続
可能な街づくりに取り組むことで「日本一住みよいまち」の実現を目指しています。このような北
九州市のSDGs推進に向けた計画、指標、登録制度、顕彰制度、取組み事例、基金や市債（北九
州市SDGs未来債）などを紹介いたします。

◇ 第２期「北九州市SDGs未来都市計画」
● 概要
● 北九州市のSDGs戦略
　　（ビジョン達成に向けた取組）
● 北九州市の「ローカル指標」

◇ 北九州SDGs登録制度　～ ８月スタート！！　～

◇ 北九州SDGsクラブ
● 入会のご案内　　● SDGs経営サポート

◇ 2021北九州SDGs未来都市アワード
　　　～ 只今募集中です！！　～　

◇ SDGs未来モデル発信事業

◇ SDGsの取組み事例
　　　～ 魚町商店街振興組合 ～

◇ 北九州市SDGs未来基金／SDGs未来債

北九州市におけるＳＤＧｓの取組み

SDGsの新たな施策についてSDGsの新たな施策について
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第第２２期期「「北北九九州州市市ＳＳＤＤＧＧｓｓ未未来来都都市市計計画画」」 
 

本市は、ＳＤＧｓ未来都市としての取組みを加速していくため、第２期となる「北九州市ＳＤ

Ｇｓ未来都市計画」（2021～2023）を策定しました。 

 

今回の第２期計画では、新型コロナウイルス感染症の影響による社会環境や価値観の変

化に対応するため、「ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）」や「地方分散の流れを踏まえ

た移住・定住の促進」、「柔軟な働き方の普及」などの新たな視点や、「ゼロカーボンシティ」

を宣言した都市として、脱炭素化に向けた取組みを加えています。 

 

また、この計画を市民の皆様と共有できるよう、「2030年の本市のあるべき姿」について、

５つの具体的な「まちの姿」とともに、計画の進捗状況を測るための数値目標として、「ローカ

ル指標」を掲げています。この指標は、国連や国がＳＤＧｓの達成に向けて掲げた指標を参考

に、本市が独自に設定したものです。 

 

これからも、まちが一つになって未来都市計画を推進することで、市のＳＤＧｓ達成による 

「日本一住みよいまち」の実現に繋げたいと考えています。 

 

【計画概要】 

計 画 名    北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画（2021～2023） 

計画期間    令和３年度～令和５年度 

 

 

 

 

 

 

「「真真のの豊豊かかささ」」ににああふふれれ、、世世界界にに貢貢献献しし、、信信頼頼さされれるる 

「「ググリリーーンン成成長長都都市市」」 
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北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画（２０２１～２０２３） 
北九州市のＳＤＧｓ戦略（ビジョン）達成に向けた取組 

・風力発電関連産業の総合拠点化
・ＤＸ等を中心とした、スタートアップ・
エコシステムの拠点化推進

・ロボット等の開発・改良及び導入
・自動運転関連産業の推進
・脱炭素化に向けたイノベーションの推進

・災害に強いまちづくり
・子ども食堂の運営支援
・安全・安心のまちづくり

・ウーマンワークカフェ北九州を
活用した女性活躍の推進
・誰もが働きやすいまちづくり
・文化・芸術を通じた相互理解による
新たな未来の創造
・いきがい活動ステーション等を活用
した高齢者のいきがいづくり

・障害のある人への総合的な支援

・官民連携による海外水ビジネスの
展開

・「アジア低炭素化センター」を
核とする環境改善の取組

・石けん系泡消火剤など世界に
展開する商品の開発

北九州市のＳＤＧｓ戦略（ビジョン）達成に向けた取組

・世界をリードするエコタウンの形成
・地域環境活動の更なる促進
・ごみの減量と廃棄物発電

（１）先進のまちを目指した
新たなビジネス
やイノベーションの創出

【３つの柱】 【基本的な考え方】 【具体的な取組例】

・集約型都市構造の形成
・ウォーカブルなまちの実現
・人と環境に優しい交通戦略推進
・都市のリノベーションの推進
・公共施設マネジメントの推進

（１）ダイバーシティの推進等
による誰もが活躍できる
場の創出

・健康づくり推進員の活動
・食生活改善推進員の活動
・喫煙者・受動喫煙の割合の減少

（４）変革を支え、リードする
教育・人材育成の推進

・ＳＤＧｓの視点を踏まえた
シビックプライドの醸成

・ＥＳＤ活動の推進
・子どもに関する経済的・社会的な
課題への対応

・市内企業への就職促進、
新たな働き手の確保

・企業立地の促進による雇用創出
・物流拠点都市としてのプレゼンス向上

（５）感染症に対応した安心して
暮らせる社会の構築

（３）働く場の地方分散・柔軟な
働き方の普及

（４）新たな企業価値を
生み出すＳＤＧｓ経営の普及

（２）地域経済における
自律的好循環の形成

（２）市民参加型の活動による
生活の質（ＱＯＬ）の向上

（２）市民・企業との協働による
循環システムの構築

（４）技術と経験を生かした
国際貢献の推進

（３）コンパクトなまちの形成に
よるストック型社会の創造

・地方サテライトオフィスなどの
受入体制支援

・テレワークの推進
・移住・定住の促進

・感染症対策の推進

（３）市民の健康（幸）寿命
の延伸

2030年年のの
ああるるべべきき姿姿

（１）脱炭素エネルギーの
安定的な供給体制の構築

【【2021～～2023年年度度のの取取組組】】

・エネルギーの脱炭素化
・再エネ１００％電力化の実現
・住宅街区のスマート化促進
・風力発電関連産業の総合拠点化（再掲）

・ＳＤＧｓ経営を先進的に取組む
モデル企業の発信
・「（仮称）ＳＤＧｓパートナーシップ制度」
の構築
・「ＳＤＧs経営サポート」の活用
・「北九州ＳＤＧs未来都市アワード」等
によるモデル事例の発信

【経済】
「人と環境の
調和により、

新たな産業を拓く」

【環境】
「世界のモデルと
なる持続可能な

まちを拓く」

【社会】
「一人ひとりが
行動し、みんなが
輝く社会を拓く」

「真
の
豊

か
さ

」にあ
ふ
れ

、世
界

に貢
献

し
、信

頼
さ

れ
る

「グ
リ
ー

ン成
長

都
市

」

◆◆
社社
会会
課課
題題
解解
決決
ににつつなな

がが
るる
「「持持

続続
可可
能能
なな
ビビ
ジジ
ネネ
ススがが

生生
まま
れれ
、、育育

つつまま
ちち
」」

◆◆
ダダ
イイ
ババーー

シシ
テテ
ィィのの推推

進進
にによよ

るる
「「みみ

んん
なな
がが
活活
躍躍
でできき

るる
まま
ちち
」」

◆◆
ＳＳＤＤＧＧｓｓをを

踏踏
まま
ええ
たた
教教
育育
のの実実

践践
にによよ

るる
「「未未

来来
のの人人

材材
がが
育育
つつまま

ちち
」」

◆◆
環環
境境
とと
経経
済済
のの好好

循循
環環
にによよ

るる
「「ゼゼ

ロロカカ
ーー
ボボ
ンンシシ

テテ
ィィをを

目目
指指
すす
まま
ちち
」」

◆◆
アア
ジジ
アア
諸諸
都都
市市
をを
中中
心心
とと
しし
たた
「「世世

界界
ののググ

リリ
ーー
ンンシシ

テテ
ィィをを

けけんん
引引
すす
るる
まま
ちち
」」

北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画（２０２１～２０２３）
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  「「北北九九州州ＳＳＤＤＧＧｓｓ登登録録制制度度」」  ～～８８月月ススタターートト！！！！～～    
 

１ 目的 

◆ ＳＤＧｓの達成に寄与する、市内事業者の取組みの「見える化」 
（地域貢献度の対外的明示・ＳＤＧｓの認知度向上） 

◆ 事業者への投融資の拡大と、収益の再投資で形成される「自律的好循環」の実現 

  

  

 

 

 

 

２ 制度概要 

（１）対象  企業など法人（ＮＰＯなどを含む） 

（２）申請書の構成 

① ＳＤＧｓ達成に向けた取組状況（チェックシート） 【様式１】 

⚫ 「経済・社会・環境」を網羅した１２項目を原則全て記載 

⚫ 指定する認定・表彰制度の取得により、該当項目の記載免除 

② ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書                 【様式２】 

⚫ 「経済・社会・環境」の３側面に関連して重点的に取り組む内容を宣言 

⚫ 北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画の指標・取組との関連を示し、計画達成への
貢献を明確化 

③ 地域課題への取組み  ※ 随時追加         【様式３】 

⚫ 市が提示する「企業等が参画可能な取組一覧」から、参画する取組を選択 

（３）登録のメリット 

① 企業の取組みの発信・ＰＲ      【例】市ＨＰでの登録内容の公開 

② 公共調達等における優遇措置 

③ 「ＳＤＧｓ経営サポート」参加金融機関による支援 

 

３ 今後のスケジュール    ※ 予定 

９月１日～９月30日  募集期間（第１次） 

１１月              第１次登録事業所の決定 

 

 

（中小）企業等への SDGsの普及・浸透による 
「①競争力向上」 「②社会課題の解決」 「③地域活性化」 
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＜お問合せ先＞ 
北九州市企画調整局ＳＤＧｓ推進室 
ＴＥＬ︓０９３‐５８２‐２３０２ 
Ｅ-mail︓kikaku-sdgs@city.kitakyushu.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 市HP等で自団体のSDGsの取組みをPRできます︕ 

 取組みの PR により、自団体の認知度・価値が向上

し、多様な人材の確保や、ビジネスマッチングによ

る新たな事業機会の創出などにつながります︕ 

 社会課題の解決を自社の活動と関連づけることで、 

持続可能な成⻑・競争⼒の向上につながります︕ 

 市の総合評価落札⽅式(工事)における加点や、有利

な融資制度などの適用を受けることができます︕ 

 「SDGs 経営サポート」に参加する⾦融機関から

SDGs に関する支援を受けることができます︕ 

事業運営にＳＤＧｓの視点を取り入れ、 
企業等の持続可能な成⻑につなげる 

募集 

期間 

北九州ＳＤＧｓ登録制度とは 

ＳＤＧｓの達成に寄与する市内企業・団体を登録し、その取組みを「北九州市 
ＳＤＧｓ未来都市計画」との関連付けを行いながら「見える化」することで、市内
企業・団体等のＰＲ及びＳＤＧｓの普及・実践を図る制度です。 

「誰一人取り残さない」をキーワードに、世界が 

抱える貧困、福祉、ジェンダー、経済、環境、平和 

などのあらゆる課題を、全ての国をあげて 

2030 年までに解決していくための 17 の目標です。 

「Sustainable Development Goals」（持続可能な開発目標） 

「Copyright 北九州市」 
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北北九九州州ＳＳＤＤＧＧｓｓククララブブ  
 

 

■ 目的 
ＳＤＧｓの達成に向けた産学官民による幅広い活動の推進のため、ＳＤＧｓに関連
する活動に取り組んでいる、または関心を持っている団体・企業・個人等が自由に
参加できる場を提供し、会員同士の交流や情報交換を通じて、各々の活動の活性
化を目指しています。 
 

■ 会員 
（１）ＳＤＧｓの達成に関する活動を実施している団体・企業・個人等 
（２）ＳＤＧｓに関心をもつ団体・企業・個人等 
（３）大学、高等学校等の教育機関及びその学生・生徒・教職員等 

 

■ 活動内容 
会員の活動等の情報共有や交流会の開催、先進的・モデル的な活動のＰＲなど
を行っています。 

 

■ 会費・事務局等 
会  費： 無料 
事務局： 北九州市（企画調整局ＳＤＧｓ推進室）、北九州商工会議所 

 

 

 

 

 

 

 

クク
ララ
ブブ
会会
員員
間間
のの
連連
携携 

金金
融融
機機
関関
、、
企企
業業
、、 

団団
体体
とと
のの
連連
携携 

ププロロジジェェククトトチチーームム 

ＳＳＤＤＧＧｓｓ経経営営ササポポーートト 

ＳＳＤＤＧＧｓｓ防災ササポポーートト 

会員数【2021.7月末現在】 

１，３８９（企業：514 団体：207 学校：242 市民：426） 

 

ご参加を 

お待ちしています！ 

＜北九州ＳＤＧｓクラブＨＰ＞ 
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北北九九州州 SSDDGGｓｓククララブブ「「ＳＳＤＤＧＧｓｓ経経営営ササポポーートト」」  

SDGs クラブでは、主に企業を対象として、金融機関のもつノウハウを活用できる「SDGｓ

経営サポート」を 2020 年から始めています。 

SDGｓクラブ会員は、金融機関各社のコンサルティングや関係企業などとのマッチングサ 

ービスを受けることができます。現在、銀行、生命保険会社、損害保険会社、リース会社など、

１９金融機関が参加しています。 

このサービスは、北九州SDGsクラブがワンストップでエントリーを受け付け、金融機関に連

絡しているため、ＳＤＧｓクラブ会員企業には、次のようなメリットがあります。 

① 有益なマッチングの可能性向上

② 事務局がワンストップで相談内容を受け付けるため、各金融機関への申込みに

かかる時間短縮

③ 相談したい項目を得意とする金融機関を選択することが可能

【参加金融機関】 ※ 令和３年８月１日現在
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２２００２２１１北北九九州州ＳＳＤＤＧＧｓｓ未未来来都都市市アアワワーードド  
 

 

市内を中心にＳＤＧｓやＥＳＤの普及に貢献し、ＳＤＧｓの達成に寄与する活動を継続的に展

開している学校・団体・企業の活動を顕彰することで、本市のＳＤＧｓ/ＥＳＤ活動の更なる推

進を目指しています。 

 

【応募資格】 

北九州市内を中心にＳＤＧｓ/ＥＳＤの普及に貢献し、ＳＤＧｓ達成に寄与する活動を継続的

に展開している学校・団体・企業の活動。 

※ 昨年度と同様、今年度も新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、各団体の活動が
大きく制限を受けていることから、応募可能な対象については、以下のような活動にも

拡大します。 

・ 活動期間が短期でも、コロナウイルス感染症流行の状況下において、「持続可能な社
会づくりや人づくり」など、ＳＤＧｓの達成につながるような創意工夫をしている活動。 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、現在活動を休止しているものも含みます。 
 

【表彰部門】 

● 市民部門  ● 企業部門 

 

【賞の種類】 

● ＳＤＧｓ大賞 

ＳＤＧｓ達成にあたり、他者のモデルとなる極めて優れた活動と認められるもの 

● ＳＤＧｓ賞 

ＳＤＧｓ達成にあたり、他者のモデルとなる優れた活動と認められるもの 

● ＥＳＤ賞（市民部門のみ） 
ＳＤＧｓ達成にあたり、他者のモデルとなる優れた活動のうち、特に教育や人材育成の

観点において極めて優れた活動と認められるもの 

 

【受賞数及び副賞（市民部門のみ）】 

● 市民部門 

受賞数：ＳＤＧｓ大賞１件、ＳＤＧｓ賞４件程度、ＥＳＤ賞２件    副 賞：各５万円 

● 企業部門 

受賞数：ＳＤＧｓ大賞１件、ＳＤＧｓ賞４件程度   

※ 副賞は、市民部門のみ授与いたします。また、ＳＤＧｓ/ＥＳＤ活動（持続可能な社会づく
り、あるいは同社会づくりを担う人づくり活動）を拡充するために活用していただき、後

日、使途をご報告いただきます。 

※ 審査の結果によっては、受賞数が変動することもあります。 
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【応募期間】 

 令和３年８月１６日（月）～令和３年１０月６日（水）１７時必着 

※ なお、郵送の場合は令和３年１０月６日（水）の消印有効 

 

【授賞式及び活動発表】 

開 催 日  令和４年３月（予定） 

内    容  ・受賞者への表彰状の授与  ・受賞者による活動発表 

           

【主催】 

  北九州市、北九州ＥＳＤ協議会 

 

【問い合わせ先】 

  北九州市環境局総務政策部環境学習課 

  北九州市小倉北区城内１番１号 TEL:093-582-2784、FAX：093-582-2196 

 

 

 
SDGsは地球への願い・未来への願い

主催：北九州市・北九州ESD協議会

北九州市内を中心に SDGs や ESDの普及に貢献し、SDGs の
達成に寄与する活動を展開している学校・団体・企業の活動。

2021
北九州
SDGs

未来都市アワード

SDGsは「目標」
ESDはそのための
「人材育成」です！

© HARAGA
SDGs（持続可能な開発目標）：2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す 17 個の目標

北九州SDGs未来都市アワードとは？
SDGs や ESD に取り組む活動者の意欲の向上と、本市における
これらの活動をより一層発展させることを目的とし、SDGs の
達成に貢献する「持続可能な社会づくり」やそれを担う「人づくり」
活動を表彰するものです。

SDGs や ESDの活動を募集します！

募集
期間

応募
資格

令和3年8月16日［月］〜10月6日［水］
17時必着
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ＳＳＤＤＧＧｓｓ未未来来モモデデルル発発信信事事業業  
 

 

 

地域の企業においてもＳＤＧｓに取り組む動きが見られるようになってきましたが、多
くの企業では「取組みを始めたいがどうすべきかわからない」という声が聞かれます。 
そこで、モデル的な取組みを実施している企業等の情報を発信できる動画などの
コンテンツを作成し、事例として広く発信・共有することで、企業の取組みの誘発・加
速を図ります。 
 

 

（（１１））学学生生のの視視点点にによよるる企企業業発発信信ココンンテテンンツツのの作作成成 
ＳＤＧｓに取り組む地域企業を大学生等が取材し、「学生の視点」や「ＳＤＧｓの視点」で

企業のＳＤＧｓの取組みを発信するコンテンツを作成します。 

 

（（２２））ラライイタターー等等にによよるる企企業業発発信信ココンンテテンンツツのの作作成成 
「北九州ＳＤＧｓ未来都市アワード」の受賞企業や北九州ＳＤＧｓクラブ「プロジェクトチ

ーム」の推進企業など、モデル的な企業の取組みを発信するコンテンツをプロのライタ

ー等と連携し作成します。 

 

（（３３））ココンンテテンンツツのの魅魅力力向向上上及及びび情情報報発発信信 
コンテンツの作成や情報発信の方法等については、本市のクリエイティブディレクター

の監修を受け、企業や本市のブランディングにつながるようプロモーションを行います。 
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ＳＳＤＤＧＧｓｓのの取取組組みみ事事例例  ～～魚魚町町商商店店街街振振興興組組合合～～ 

 

 

魚町商店街は、日本で最初に公道上にアーケードを建設した先進性のある商店街とし

ての気概をもって様々な社会貢献に商店街全体で取り組んでいます。 

日本初の「ＳＤＧｓ商店街」を目指す宣言を行い、これまでにＳＤＧｓにつながる様々な取

組みを実施しています。それが評価され、外務省主催の第３回「ジャパンＳＤＧｓアワード」

において、最高賞である「ＳＤＧｓ推進本部長（内閣総理大臣）賞」を受賞（２０１９年１２月）

するなど、国内外で注目されています。 

 

＜取組み事例＞ 

（１）省エネ対策として、商店街にエコルーフを設置 

（２）商店主が市民に様々な知識や技能を伝授する「得するまちのゼミナール」の開催 

（３）フードロス対策として、「食」のイベントで『残しま宣言』を実施 

（４）空き店舗や空きビルなどの遊休不動産をリノベーションし、飲食店やコミュニティ 

スペースなど様々な用途での利活用 

（５）アーケードへのＳＤＧｓ横断幕の掲示 

（６）大学生を主体とした清掃活動 

（７）ＳＤＧｓ関連イベント、セミナーの開催 

（８）ＰＲ動画の作成 
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  北北九九州州市市ＳＳＤＤＧＧｓｓ未未来来基基金金／／SSDDGGｓｓ未未来来債債  
 

 

『北九州市 SDGｓ未来基金』 
「北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画」のＳＤＧｓ戦略に掲げる「グリーン成長都市」の実現を

強力に後押しするため、令和３年４月に創設しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

サステナビリティボンド（愛称：『北九州市 SDGｓ未来債』） 
本市は、「北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画」で掲げる、ＳＤＧｓ戦略（ビジョン）達成に向けた

取組みを推進するための資金調達の一環として、自治体初となるサステナビリティボンド

の発行を目指しています。 

 

【サステナビリティボンドとは】 

ＥＳＧ債の一種であり、グリーンボンド、ソーシャルボンドの両方の特徴を併せ持つ債券。

インパクト（改善効果）に関する情報の公表や、第三者機関による評価が求められます。 

               

 

 

 

 

【発行概要（予定）】 

名  称： 北九州市サステナビリティボンド（愛称：「北九州市ＳＤＧｓ未来債」） 

年  限： ５年債又は１０年債（満期一括債） 

発行額： １００億円程度を目指す  

発行日： 令和３年９～１０月（予定） 

対  象： 機関投資家（但し、個人投資家（市内）にも購入して頂ける仕組みを検討中） 

Environment 
 環境対応 
Social 
社会貢献 

Governance 
企業統治 

【ＥＳＧ債のイメージ】 

環環境境改改善善

効効果果

社社会会的的課課題題

にに対対処処

ググリリーーンンボボンンドド ソソーーシシャャルルボボンンドド

両両方方のの特特徴徴をを併併せせ持持つつ債債券券

ササスステテナナビビリリテティィボボンンドド
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令和２年度　第５回理事会議
　１月27日（水）14時30分から商工貿易会館の
会議室において、理事12名、監事２名が出席し
て開催され、次の項目について協議しました。
① 昨年11月に行った北九州市長及び福岡県知

事への令和３年度中小企業施策に対する要望
書提出に関する報告

②会員増強とそのための情報発信の強化

令和２年度　第６回理事会
　３月24日（水）15時から商工貿易会館の会議
室において、理事10名、監事２名が出席して開
催され、次の項目について審議を行いました。
①令和２年度補正予算案について
②令和３年度事業計画案及び収支予算案について
　以上の２議案に対しては質疑応答を経て、原
案どおり承認されました。
③第46回通常総会の開催
　コロナ感染症の推移を見ながら、開催方法を
最終的に決定することとなりました。
④ 会員（東九州ヒューマンサポート㈿の加入に

ついて、異議なく承認されました。

令和３年度　第１回理事会
　５月18日（火）開催の予定でしたが、５月12
日、緊急事態宣言が福岡県に発せられたことに
伴い書面開催に切り替え、５月17日に議案書
を送付し、次の議案の審議を求めました。
① 令和2年度事業報告並びに補正予算案及び収

支決算について
②令和3年度事業計画・収支予算案について
③取引金融機関及び借入金最高限度額決定について
④会費の賦課及び徴収方法に決定について
⑤部会・専門員会委員の委嘱について
⑥会員（サクセス㈿）の加入について
　以上の議案について、全理事から承認を得
て、可決されました。

令和２年度　第３回正副会長会議
　１月27日（水）13時30分から商工貿易会館
７階会議室で、池田会長はじめ梯、富澤、安
田、樋口、西竹の全副会長が出席して開催され
ました。理事会提出議案の令和３年度中小企業
施策への要望活動の経過報告、会員増強と情報
発信の強化について協議が行われました。

令和２年度　第４回正副会長会議
　３月24日（水）13時30分から商工貿易会館5
階会議室で、池田会長、富澤、樋口、西竹各副
会長が出席し、開催されました。理事会提出議
案の令和２年度補正予算案、令和３年度事業計
画・収支予算案、第46回通常総会の日程等に
ついて協議が行われました。

令和３年度　第1回正副会長会議
　６月25日（金）、第46回通常総会に先立ち、
同じリーガロイヤルホテル小倉４階サファイア
を会場に、池田会長はじめ梯、富澤、安田、樋
口、西竹の全副会長が出席して開催されました。
　協議内容は、次のとおりです。
　①通常総会における表彰者
　②通常総会での役割分担
　③北中連と福岡県中小企業団体中央会　
　　との連携の強化について
　④令和３年度講演会について
　⑤北九州市への要望活動に向けた日程
　今年度は、要望に向け、全会員に対して要
望・意見収集のアンケートを実施したことが説
明されました。

北中連理事会北中連理事会

北中連正副会長会北中連正副会長会
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部会及び委員会報告部会及び委員会報告
　北九州市長及び福岡県知事に対する「令和４年度中小企業振施策に関する要望」の検討を主な
議題として、「建設関連部会」、「商業・サービス業その他業種の合同部会」及び「金融税制委員会」
が、いずれも７月９日（金）、北九州市立商工貿易会館会議室で開催されました。
　この部会・委員会に先立ち、北中連の全組合員を対象に施策に対する要望及び意見についてア
ンケート調査を行いました。各部会及び委員会では、要望活動の流れの説明及び昨年度の要望活
動の経過報告の後、この報告と会員へのアンケート調査をふまえ、意見交換や問題提起が行われ
ました。この場で出た意見や提起された問題をもとに、それぞれの部会や委員会からの要望案を
取りまとめ、８月初旬に開催予定の正副会長会議及び理事会に諮ることとなりました。
　北九州市への要望は、同市の次年度予算へ反映しやすくするため、８月末を目途に行います。
なお、福岡県への要望は例年どおり、11月末頃を想定しています。

建設関連部会建設関連部会

〈出席者〉
　委員２名、オブザーバー４名

〈北九州市からの施策説明〉
　北九州市産業経済局中小企業振興課の片山二
郎係長から「令和３年度建設関係の主な施策」
について説明がありました。
　これを受け、市の女性用施設整備に関する助
成金に関する質疑応答が行われました。

〈要望事項に関する協議内容〉
　池田部会長代理を議長に、コロナ対策、景気
対策、地域振興対策、受注対策、労働対策、環
境対策のそれぞれの分野について、意見交換が
行われました。

商業・サービス業その他業種部会商業・サービス業その他業種部会

　商業部会とサービス業その他業種部会は、合
同で開催されました。

〈出席者〉
　委員４名、オブザーバー５名

〈北九州市からの施策説明〉
　北九州市産業経済局商業サービス産業政策課
の原田健二課長から「令和３年度商業・サービ
ス産業施策」について説明がありました。さら
に、委員からコロナ感染症まん延防止措置の解
除に伴う飲食業営業の規制の変更について質疑
がありました。

〈要望事項に関する協議内容〉
　梯部会長を議長に、コロナ対策、景気対策、
地域振興対策、商業振興対策、労働対策、環境
対策のそれぞれの分野について、協議が行われ
ました。
　特に、プレミアム商品券発行事業、小倉都心
部の再開発に伴う駐車場の付置義務制度の緩
和、小倉駅周辺の客引き問題などについて活発
な意見交換がされています。
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　また外国人労働者問題、特に技能実習生制度
について、外国人技能実習生、監理団体、企業
の現状と課題など委員から説明があり、認識を
新たにしました。

金融税制委員会金融税制委員会

〈出席者〉
　委員５名（うち１名は代理）、
　オブザーバー４名

〈金融制度の説明〉
　北九州市産業経済局中小企業振興課振興課の
加藤紳明融資担当係長から「北九州市の融資制
度」について説明がありました。
　次いで商工組合中央金庫の長岡秀明支店長か
ら「商工中金の最近の動きと取組み」について
説明があり、商工中金の戦略プロジェクト「イ
ネブラー（伴走）事業」の紹介がなされました。
　同事業では、金融慣行の打破を目指し積極的
な活動を行っており、そのため、外部の専門家
をスタッフとして多数雇用しているとの説明
が、実際の事例を含めて紹介され、印象的でし
た。

〈要望事項に関する協議内容〉
　富澤委員長を議長に、金融税制対策について
意見交換が行われました。
　新たな問題として、地球温暖化による近年の
異常ともいえる夏季の高温のため工場現場にお
いては小規模な対処療法的な対策にとどまら
ず、大規模な投資を伴う対策が必要で、その設
備投資負担が重くなっているとのことです。つ
いては、この項目を施策要望にとりあげるよう
問題提起が行われました。
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　３月30日（火）13時30分から市立商工貿

易会館７Ｆ会議室において委員６名（うち代

理１名）、オブザーバー１名が出席し、情報

委員会が開催されました。

　協議内容は、次のとおりです。

①ホームページのリニューアルについて

　仮サーバーにアップされた新ホームペー

ジを投映し掲載コンテンツを確認し、あわ

せ４月早々に閲覧可能とする旨を説明。

　出席者から、「北中連は会員と外部とのパ

イプ役を果たすことが使命である。そのた

め、ホームページには、必ず問い合わせ機

能を持たせるようにしてほしい」と要望が

ありました。

②北中連だより132号、133号について

　両号に関するアンケート結果について説

明。それに対し、委員から、「企業視察の記

事については、受け入れ企業と読者との間

で記事の活用に関する考え方に差がある。

印刷コストの問題も考慮し、双方のモニタ

リングなどを行いながら記事のボリューム

を決めていくべきだ」との指摘がありました。

③ひまわりネットについて

　ひまわりネットによる情報発信状況につ

いて説明。市の委員から、「ひまわりネット

により北中連会員である組合まで情報伝達

を行っている。しかし、その先の個別企業

までその情報が届いているかどうか、その

点が問題だ。行政も、この点が大きな課題

となっており苦慮している。北中連にこの

点を期待している。

　他の委員から、「多くの機関から多数の情

報配信の依頼がある。そのため、どの情報

を会員企業まで配信するかについて、組合

事務局で選別しながら行っている。情報が

溢れる中、この選別機能が重要だ。また、

利用する媒体の選択も重要だ。紙媒体と異

なり、ネットだと低コストで幅広く情報発

信できる反面、まずホームページなりメー

ルを受け手側が自ら見に行かなくてはなら

ない。このアクションをどのようにして起

こしてもらうのかが大きな課題だ。」

　このように、複数の委員から組合傘下の

企業まで情報を届けることの必要性と難し

さが指摘されました。

北中連情報委員会北中連情報委員会
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北中連ホームページをリニューアル北中連ホームページをリニューアル
　 北 中 連 の ホ ー ム ペ ー ジ を 全 面 的 に リ
ニューアルし、４月にオープンしました。
　今回のホームページの見直しに当って
は、２号会員の（株）オフィスソリューショ
ンズ北九州に委託し、西日本工業大学デザ
イン学部趙准教授のご指導を得て、産学連
携で取組みました。
　北九州市及び福岡県への中小企業施策に
関する要望や、審議会や協議会への参画な
ど北中連の活動を広く紹介しています。機
関誌「北中連だより」のバックナンバーにつ
いては、従来、目次のみでしたが、2009年
夏季号以降のものは本文まで全て読めるよ

うにしています。
　また福岡県機械金属工業部連合会北九州
支部や北九州市商業連合会の概要、活動状
況も掲載しています。
　様々な機関の支援施策など、会員の皆様
に役立つ情報を随時発信していきますの
で、ぜひアクセス（https://hokuchu.or.jp）
をお願いします。

　北中連ホームページへのアップ、「ひまわ
りネット」での配信による情報発信を希望さ
れる会員の方は、事務局までご連絡ください。
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　北九州市商業総連合会第52回通常総会

は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため、書面による開催となりました。

　６月11日に議案を各区の組合団体に発送

し、第１号議案「令和２年度事業報告及び収

支決算の承認について」、第２号議案「令和

３年度事業計画及び収支予算案の承認につ

いて」、第３号議案「令和３度会費賦課及び

徴収方法決定について」のいずれの議案も

可決承認されました。また第４号議案「役員

改選について」は、次のとおり決定しました。

役　職 氏　　名 地　区
会　長 甲　山　博　美 小倉北
副会長 白　浜　尊　誓 門　司
〃 田　中　孝　文 小倉南
〃 藤　原　武　志 八　幡
〃 髙　木　壽　則 戸　畑
〃 安　部　研　一 若　松

理　事 古　賀　　　康 門　司
〃 梯　　　輝　元 小倉北
〃 田　中　鉄　仁 小倉南
〃 大　和　裕　二 八　幡
〃 宮　辺　富士子 戸　畑
〃 北　山　勝　志 若　松

監　事 瀬　口　裕　章 小倉北
〃 星　野　正　俊 八　幡

令和３年度  北九州市商業総連合会役員

北九州市商業総連合会北九州市商業総連合会
第５2回通常総会の書面開催第５2回通常総会の書面開催
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北中連からの調査に関するお願い北中連からの調査に関するお願い

北九州市からの委託事業
「市内中小企業の人材確保支援及び正規雇用促進業務」への協力について

　私ども北中連では、令和３年度も上記の調査業務を北九州市から受託し、実施しています。
　従来は、調査員が企業様を訪問し、面談によりヒアリング調査を行っていましたが、新型
コロナ感染症の防止の観点から、現在は、電話及びEメールを活用した調査方法に変更して
います。
　会員企業の皆様の人材確保に関する現状や課題を市に伝える貴重な資料となりますので、
ぜひ、ご協力を賜りますようお願いいたします。

事業目的
　有効求人倍率は、新型コロナ感染症の影響もあり一時に比べると低下してきてはいるもの
の、中小企業の人材確保難は依然として深刻な状況にあります。また、「働き方改革」の進展
に伴い、その対応にも迫られています。
　そこで、市内中小企業が抱えている人材確保や労働問題などの課題を的確に把握したうえ
で、企業に対し求職者の状況や市の取組み等の情報提供を行い、その解決を目指します。
　あわせて、国や関係機関の正規雇用化の推進に向けた助成制度などの情報を提供し、相談
に応じることで、その促進を支援しようとするものです。

事業の流れ

続いて 提 出調査員から
電　話　で
調 査 依 頼

電 話 と
Eメールにより
調 査 を 実 施

事務局にて
報告書作成 市

事業実績
事業実績は次のとおりです。

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和
２ 29 34 40 36 30 37 37 34 31 28 40 26 402

令和
３ 21 27 41 28

― 25 ―



 

 

 

 

中小企業等が計画期間内に労働生産性を一定程度向上させるため「先端設備等導入計画」を策定

し、その計画が北九州市の導入促進基本計画等に合致する場合に認定を受けることができます。 

認定を受けた中小企業等で、以下の要件を満たす場合、北九州市の固定資産税の課税標準を３年

間ゼロに軽減します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本制度の概要・申請方法等は、中小企業振興課ホームページをご覧ください。 

固定資産税ゼロ特例の概要 

  

対 象 者：資本金額１億円以下の法人、従業員数１,０００人以下の個人事業主等の 

      うち先端設備等導入計画の認定を受けた者（大企業の子会社を除く） 

      ※先端設備等導入計画は、先端設備等を取得する前に認定を受けることが必須です 

適 用 期 限：平成３０年度～令和４年度 

対 象 設 備：生産性向上に資する指標が旧モデル比で年平均１％以上向上する下記設備 

 

       ＜対象設備等の種類（最低取得価格／販売開始時期）＞ 

       ○ 機械装置       （１６０万円以上／１０年以内） 

○ 測定工具及び検査工具 （ ３０万円以上／ ５年以内） 

       ○ 器具備品       （ ３０万円以上／ ６年以内） 

       ○ 建物附属設備（※1）  （ ６０万円以上／１４年以内） 

○ 構築物        （１２０万円以上／  －  ） 

       ○ 事業用家屋（※2）   （１２０万円以上／  －  ） 

 

※1 家屋と一体となって効果を果たすものを除く 

※2 取得価格の合計額が３００万円以上の先端設備等とともに導入される場合 

 

その他要件：生産、販売活動等の用に直接供されるものであること 

中古資産でないこと 

固定資産税３年間ゼロ！ 

北九州市先端設備等導入計画のご案内 

【問い合わせ先】 北九州市産業経済局中小企業振興課  TEL：093-873-1433 

北九州市 固定資産税ゼロ特例事業  検索 
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中小企業の生産性向上の取り組みを応援します。

公益財団法人北九州産業学術推進機構（ＦＡＩＳ）では、IoTによる中小企業
の生産性向上をテーマに、先導できるプロジェクト（リーディングモデル）の創
出を目指し、多くの中小企業の方々と共同研究方式でIoT導入を進めています。

プロジェクトの一環として、作業工程の見える化システムＨＨｉｉＢＢｉｉＫＫｉｉｔｔ
((ヒヒビビキキッットト））と作業日報の自動作成システムＰＰＩＩＹＹＯＯＴＴ（（ピピヨヨッットト））を
開発しました。
どちらも無料で利用できますので、お気軽にご相談ください。

※カスタマイズが必要な場合など、実費をご負担いただく場合があります。

【【おお問問合合せせ先先】】
公公益益財財団団法法人人 北北九九州州産産業業学学術術推推進進機機構構 情情報報産産業業振振興興ググルルーーププ

TTEELL：：009933--669955--33007777 FFAAXX：：009933--669955--33666677 UURRLL::kkssrrpp..oorr..jjpp//ffaaiiss//

ＨＨｉｉＢＢｉｉＫＫｉｉｔｔのセールスポイント

○作業者が使いやすいインターフェースを実現
○超小型PCラズベリーパイを設備につなぐだけで
簡単設置
○3つの生産指標（生産個数・稼働率・サイクル
タイム）をリアルタイムで見える化

ＰＰＩＩＹＹＯＯＴＴのセールスポイント

○作業指示書のQRコードを撮影・登録
○作業者、開始時間、終了時間をボタン入力
○入力内容から作業日報を自動作成
○自動原価計算機能を追加開発中

― 27 ―



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

地域 住所 日時 問い合わせ 

小 倉 小倉北区浅野 3丁目 8番 1号 ＡＩＭビル 8階 
月～金 

（祝日除く） 

9～17時 

093-551-3619 

戸 畑 戸畑区中原新町 2番 1号 北九州テクノセンタービル 1階 093-873-1433 

黒 崎 八幡西区黒崎 3-15-3 コムシティ 6階 093-642-2861 

 ◎「国の月次支援金」申請時のパソコン入力補助のお問い合わせはこちら▶ TEL：０１２０－２１１－２４０ 

申請サポート会場：アートホテル小倉ニュータガワ１F（小倉北区古船場町３－４６）  

 

◎本記事に関する問い合わせ 

北九州市産業経済局雇用政策課 TEL：０９３－５８２－２４１９  FAX：０９３－５９１－２５６６  

 

長年にわたり技能の研鑽、後進の育成に励み、卓越した技能で「モノづくりのまち 北九州」の発展

を支えてきた『北九州マイスター』が、地域企業へ出向き、技術指導を行っています！ 

指導内容については、お気軽にご相談ください！ 

 
 

【申込・お問合せ先】 

北九州市産業経済局雇用政策課 

TEL：０９３－５８２－２４１９  FAX：０９３－５９１－２５６６           

北九州マイスターヘルプ 検検索索 

※ 事前予約制ですので、お問い合わせ、ご予約の上、ご相談ください。 
 

 
主な支援メニュー 

 
 

①危機関連保証やセーフティネット保証          ②雇用調整助成金     ③両立支援助成金 

④新型コロナウイルス感染症対応休業支援・給付金   ⑤市の月次支援金     ⑥国の月次支援金 

⑦事業再生構築補助金（電話予約は戸畑相談窓口のみ） 

相談窓口（３箇所） 
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http://www.shigotomarugoto.info/ui-turn 

全国のＵ・Ｉターン就職希望者と、市内企業とを結び付ける職業紹介等の事業です。ＨＰより登録すると、

登録者の情報検索、スカウトメールの送付、面接エントリーの受付等が可能です。また、市公式ＳＮＳに 

コラムを掲載いただける企業を募集しています。 
                         

企業等   北九州市内に事業所を有する企業（今後進出予定の企業を含む） 

求職者  北九州市内へのＵ・Ｉターン就職希望者  

  

北九州市Ｕ・Ｉターン応援オフィス  

          場 所：ＡＩＭビル２階             開所時間：月曜～土曜 10:00～18:00  

 
 
                       

 

  

 

 
  

  

概ね 40 歳までの若年求職者及び就職氷河期世代を対象とした、北九州市が設置する就職支援の

窓口です。カウンセリングや就職情報の提供、職場体験、スキルアップセミナー等によるミスマッチの

少ない職業紹介を行っています。 
               

企業等 北九州市内に事業所を有する企業（今後進出予定の企業を含む） 

求職者 正社員、契約社員・パート・アルバイトなどをお探しの方 

 

 

  

 

 

定年を迎えた後でも、まだまだ働きたいと思うシニアはたくさんいます。  

しかし、シニアを【戦力】として捉えている雇用先は少なく、その実態もあまり知られていないのが

現状です。人手不足を解消するためにも、シニア雇用の現状を理解し、【採用ターゲット】として検討し

てみてはいかがでしょうか。 

  

  
                         

 
 

  

  

  

  

お問合せ 若者ワークプラザ北九州 TEL：０９３－５３１－４５１０ 

 利用対象 

お問合せ TEL：0120-0823-46 E-Mail：ui-turn.syoukai@shigotomarugoto.info 

 

就職者数：4年連続 

210名超 

（令和 2年度実績） 

  

お問合せ シニア求人開拓員（北九州市高年齢者就業支援センター） TEL：093-882-6260  

- ワークシェアリングの導入を支援します - 

シシニニアアのの働働ききややすすいいおお仕仕事事開開拓拓事事業業   

ワークシェアリングのメリット 

利用対象 

就職者数：７７６人 

-市内就職希望者多数登録しています – 

北北九九州州でで働働ここうう！！  

ＵＵ･･ＩＩタターーンン応応援援ププロロジジェェククトト   
  

◎従業員の事務負担の軽減  ◎企業のイメージアップ 

◎コスト削減と生産性の向上 ◎迅速な対応  

北九州市の就職支援事業のご案内！ 

-  人材確保に是非ご活用ください。 - 利用無料  

-若者の採用なら  

若若者者ワワーーククププララザザ北北九九州州  
http://www.shigotomarugoto.info/wakamono/index.php 

 

 
就職者数：１０７３人 

（令和 2年度実績） 

 

 

（平成29年度～令和2年度実績） 

  

-

― 29 ―



お問合せ 産業経済局雇用政策課 TEL：０９３－５８２－２４１９ 

 
 

 

 

外国人材受入れのご相談・採用マッチングなど、 

外国人材の就業をトータルでサポートします。 
               

北九州市内に事業所を有する企業等 

 

 

 

 

 

 

  

◎ご登録いただくと、求人情報の掲出ができます。 

◎市の主催するインターンシップや合説等のご案内、 

各種イベントや助成金等のタイムリーな情報を配信しています。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（施行：2019年 4月 1日～ ※中小企業は 2020年 4月 1日～） 

 
 

 

 

 

 

 

  

  

  
 

（施行：2020年 4月 1日～ ※中小企業は 2021年 4月 1日～） 

  

  

  

  

 

令和３年９月２３日（木・祝） 

《対  象》２０２２年春卒業予定の大学生等、既卒者・再就職者 

《会  場》西日本総合展示場   《主催》北九州市、北九州商工会議所 

お問合せ   北九州市雇用政策課 ＴＥＬ：０９３－５８２－２４１９ 

今後の「合同会社説明会」開催スケジュール 

 

お問合せ 北九州市外国人材就業サポートセンター TEL：０９３－５３３－８１３３     
令和３年度 

運営委託先 

利用対象 

■事前予約制  
■相談・紹介無料  - 「外国人材」に関する相談に対応します！- 

          北北九九州州市市外外国国人人材材就就業業ササポポーートトセセンンタターー   

- 市公式就職・転職支援サイト  

北北九九州州ししごごととままるるごごとと情情報報局局  

  

「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（＝改正法）」が 

平成３０年７月６日に公布されました。改正法の大きなポイントは次の３点です。 

 

 

POINT １ 時間外労働の上限規制への対応！ 

 

 

時間外労働の上限について、月４５時間、年３６０時間を原則とし、臨時的な特別な事情がある場合でも 

年７２０時間、単月１００時間未満（休日労働含む）、複数月平均８０時間（休日労働含む）を限度に設定する 

必要があります。 

POINT ２ 年次有給休暇の確実に取得させること！ 

（施行：2019年 4月 1日～）  

 

 

 

使用者は、１０日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、毎年５日、時季を指定して 

有給休暇を与える必要があります。 

POINT ３ 正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差の解消！ 

  

 

 

 

同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇用労働者、 

派遣労働者）の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。 

詳細は、福岡労働局ホームページでご確認ください。▷▷ 福岡労働局 働き方改革 検検索索 

（常時約 1000件の求人提供） 

登録企業：約 1700社 -

― 30 ―



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 これから女性活躍やワーク・ライフ・バランスに取り組もうとしている、あるいはさらに取組みを進めよう

としている企業・事業所に、そのニーズにあった内容で講師を無料で派遣し、セミナーを実施いたします！ 

詳しくは HP（http://wlb-kitakyushu.jp/aboutwlb/company/seminar.html）でご確認ください。 

 

「企業向け出前セミナー」実施企業を募集しています 

 

【セミナー例】 

 ●女性活躍、ワーク・ライフ・バランスの基本  ●女性の育成、キャリア支援 

 ●管理監督者のスキルアップ（イクボス養成）  ●仕事と子育て、介護等の両立支援        

●時間外削減、業務効率化（ＩＣＴの活用など） ●これからの採用のあり方（人材の定着など） 

 ●女性活躍、ワーク・ライフ・バランスの法的実務    など 

【対象事業所】北九州市内の企業･事業所 

 

 社会保険労務士（アドバイザー）を派遣し、女性活躍やワーク・ライフ・バランスに取り組む企業、さらな

る充実を図ろうとする企業に対し、助言や情報提供を行います！助成金の活用や就業規則の見直しなど社会保

険労務士という専門的見地から支援いたします！ 

 詳しくは HP（http://wlb-kitakyushu.jp/relation/）でご確認ください。 

女性活躍推進・ワークライフバランスをアドバイスする社会保険労務士を派遣します 

【アドバイスの内容例】 ※1 回 2 時間程度で、4 回まで派遣できます 

 ●女性社員を採用するための準備   

●育児・介護期の従業員が安心して働ける職場づくり 

 ●働き方改革を実現するためには  

 ●ハラスメントトラブルの防止 

 ●「女性活躍推進法」「次世代育成支援対策推進法」に基づく一般事業主行動計画の策定 

 ●助成金を活用した、自社の女性活躍・ワークライフバランスの取組の促進   など 

【対象事業所】 

 ●北九州市に事業所を有し、派遣場所が市内であること 

 ●ワーク・ライフ・バランス推進サイトで「キタキューかえる宣言」をした（する）事業所 など 

※301 人以上の事業所にも有料で派遣可能です 

 

【問い合わせ先】 北九州市総務局女性活躍推進課 担当：齊藤、永松、城水  TEL：093-582-2209 
 

【経営者・管理職の皆様へ】企業が持続的に成長していくためには、今こそ

働き方改革が必要です。本市では、市内企業・団体が一丸となって働き方

改革に取り組み、「働きやすいまち北九州」を実現するために、「北九州イク

ボス同盟」の輪を広げています。部下のキャリアと家庭生活を支援し、業績

を上げながら、自身もライフを楽しむ「イクボス」の養成を支援するメニュー

も各種揃えていますので、ぜひ貴社のご加盟をお願いいたします。 

北九州イクボス同盟に加盟すると・・・ 

★★  研研修修講講師師等等をを無無料料でで派派遣遣ししまますす！！  

  両立支援制度の整備や社内の機運醸成を支援します。 

★★  加加盟盟企企業業限限定定のの研研修修やや情情報報交交換換のの場場にに参参加加ででききまますす！！  

    集合型研修のほか、ｅラーニング研修動画も 

無料配信しています。 

★★  加加盟盟企企業業のの取取組組ををＰＰＲＲししまますす！！  

  ＨＰでのＰＲのほか、加盟企業が自社の働き方改革の 

取組を学生・求職者に直接ＰＲする「業界研究会」を 

実施しています。 

ご加盟、支援事業等の詳細は HP「今こそ、イクボス」をご覧ください 

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/kitaq-ikuboss/ 

 

eラーニング 

参加者多数の業界研究会 

１８５社加盟中！ 

（7月１日現在） 

 

オオンンラライインン可可  

  

無無料料  

オオンンラライインン可可  

  

  無無料料（（※※））  

※従業員 300 人以下の事業所 
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四宮 佑次  時の肖像#12
表表紙

四宮 佑次  風に吹かれて#11
裏表紙

　プロフィール

　四宮　佑次 氏　（写真  美術家）日本写真家協会会員、日本広告写真家協会会員

1949年　　福岡県生まれ
1972年　　日本大学芸術学部写真学科卒
1983年　　イルフォード（イギリス）作品選出
1984年　　ジナー社（スイス）カレンダーに作品選出
1988年　　四宮佑次写真展（イタリア光と影）銀座フジフォトサロン
1999~2015年　JAPAN&USA EXCHANGE ART SHOW
1999~2011年　日韓展
2005年　　ノルウエー日本文化プロジェクト選出
2007年　　ドイツライプチヒJAPANフェスティバル（おはよう日本）選出
2014年　　（丘の上の玉手箱）北九州市立美術館フランクステラのドキュメント写真
2015年　　四宮佑次写真展　（風に吹かれて）　直方谷尾美術館

─────────────────  著　書  ─────────────────

1991年　　（器と料理）共著　同朋社出版
1992年　　FORTEENTH RED（十四代柿右衛門）ゼネラルアサヒ
1993年　　赤い道（画家　乗田貞勝の世界）ゼネラルアサヒ
2006年　　（山頭火を行く）ランダムハウス講談社
2009年　　（森正洋の全仕事）ランダムハウス講談社
2013年　　（京都名建築で食べ歩き）宝島社

etc.

　この世に存在する全ての“もの”は朽ち果てる。
朽ち果てる中で素晴らしいディテールを形成す
る。今回掲載の『時の肖像 #12』はいつものよう
に、カメラ片手に散策中、空き地の片隅でサビ
まみれのドラム缶に目がいった。それをよく観
察して面白いアングルを見つけ、撮ったのが今
回の作品である。版画のようにも見える表現の
面白さ。意識しないと見えない、見逃してしま
う造形の面白さに出くわす時、嬉しくて、早く
作品を仕上げたく、帰路を急ぐ。

　今回の作品は北九州若松、洞海湾沿いの工場
地帯を散策中、このフェンスに遭遇、だれかが
描いたものではない、自然劣化途中のこのディ
テール、まさにアートだ。「何か面白いものがな
いかな」と、何時も意識して歩くと、いろんなも
のが見えてくる。「美と醜は表裏一体」醜なるも
のは特によく見ると、面白さと美しさが同居し
ている。さーて、今日も何かないかな？
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北　中　連　日　誌 （Ｒ３. １～）

年月日 行　　事　　名 場　　　所

R3．１．21 第59回北九州市環境審議会 ＷＥＢ会議

  　１．27 北中連 正副会長会・第５回理事会 小倉北区 北九州市立商工貿易会館

  　２．８ 第8回北九州市安全・安心推進会議 書面開催

  　２．12 北九州市環境産業推進会議 第12回総会 ＷＥＢ会議

  　２．26 まつり起業祭八幡 実行委員会 八幡東区 大谷会館

  　３．５ 県中央会 令和2年度 第４回正副会長会 書面開催

  　３．23 県中央会 令和2年度 第４回理事会 書面開催

　 〃 福機連本部 正副会長会議 福岡市博多区 福岡県中小企業振興センター

　 〃 福機連本部 理事会 〃 　　　  〃

  　３．24 産業学術推進機構 第2回理事会 若松区 学研都市産学連携センター

　 〃 北中連 正副会長会・第6回理事会 小倉北区 北九州市立商工貿易会館

  　３．25 北九州国際技術協力協会 第2回臨時評議員会 戸畑区 西日本工業倶楽部

  　３．30 北中連 情報委員会 小倉北区 市立商工貿易会館

  　４．６ 北中連 ホームページ全面リニューアル

  　４．22 北九州雇用対策協会 令和３年度第１回幹事会 書面開催

  　４．19 県中央会 令和３年度 第１回正副会長会／表彰選考委員会 福岡市博多区 福岡県中小企業振興センター

  　４．21 第60回北九州市環境審議会 小倉北区 リーガロイヤルホテル小倉

  　５．14 県中央会 令和３年度 第１回理事会 書面開催

  　５．26 北中連 令和３年度 第１回理事会 書面開催

  　５．31 北中連 監査会 小倉北区 北中連事務所

　 〃 第34回わっしょい百万夏まつり総会 書面開催

  　６．２ 九州機械工業振興会 第１回理事会 書面開催
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年月日 行　　事　　名 場　　　所

  　６．３ 北九州産業学術推進機構 令和３年度第１回理事会 オンライン開催

  　６．４ 響灘エネルギー産業拠点化推進期成会 令和３年度理事会 書面開催

  　６．８ 市商連役員・販促委員会議 書面開催

  　６．９ 県中央会 第66回通常総会 （少人数開催） 福岡市博多区 福岡県中小企業振興センター

　 〃 北九州市雇用対策協会 令和３年度 第１回理事会 書面開催

  　６．11 福機連本部 総会・理事会 （少人数開催） 福岡市博多区 福岡県中小企業振興センター

  　６．15 シルバー人材センター 総会・理事会 小倉北区 リーガロイヤルホテル小倉

  　６．18 台湾経済交流委員会 第1回会議 書面開催

  　６．21 市商連 第52回通常総会 書面開催

  　６．24 まつり起業祭八幡実行委員会 書面開催

  　６．25 北中連 第46回通常総会 （少人数開催） 小倉北区 リーガロイヤルホテル小倉

　 〃 九機振 第61回通常総会　 委任状

　 〃 北九州地区職業訓練協会 通常総会（少人数開催） 委任状

　 〃 　　　  〃 　　    第104回理事会（少人数開催） 委任状

  　６．29 北九州市雇用対策協会 定時総会 書面開催

  　７．５ 北九州高齢者能力活用協議会 通常総会 書面開催

  　７．９ 北中連 建設関連部会 〃 商工貿易会館702会議室

　 〃 北中連 金融税制委員会 〃 　　　  〃

　 〃 北中連 商業・サービス業その他業種合同部会 〃 　　　  〃

  　７．16 第61回北九州市環境審議会 〃 リーガロイヤルホテル小倉

  　７．30 北九州市暴力追放・安全安心まちづくり市民大会 〃 北九州芸術劇場

  　８．20 福岡県地域経済懇談会 〃 アートホテル小倉ニュータガワ
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１号会員
№ 企業名(団体名) 〒 所　在　地 TEL

1 北九州スポーツ用品(協) 802-0084 小倉北区香春口1-7-7 美萩野スポーツ内 941-2659

2 (協)大里商店連合会 800-0025 門司区柳町1丁目5-26 381-0248

3 東門司商店街(協) 801-0873 門司区東門司1丁目12-31 332-7277

4 魚町一丁目商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町1丁目1-15-3F 551-4828

5 魚町サンロード商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町3丁目3-20 521-5295

6 魚町商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町3丁目1-15 521-6801

7 北九州広域生コンクリート(協) 802-0001 小倉北区浅野2丁目6-16 マルサンビル2Ｆ 511-6699

8 北九州市防水工事業(協) 802-0062 小倉北区片野新町2丁目11-25 中村ビル107号 482-2396

9 北九州中小商工業者(協) 802-0065 小倉北区三萩野2丁目3-5 民商会館内 921-6981

10 北九州ビルメンテナンス(協) 802-0081 小倉北区紺屋町4-6 北九州第一ビル 531-3288

11 小倉魚町二番街(協) 802-0006 小倉北区魚町2丁目2-3　ビゼンヤ内

12 小倉駅前商店街(協) 802-0002 小倉北区京町2-7-18　ISビル3F 522-0148

13 小倉機器工業(協) 802-0011 小倉北区重住3丁目4-25 ㈱九州発条内 931-0484

14 小倉中央銀座商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町1丁目2-5 531-6785

15 戸畑貨物センター (協) 803-0801 小倉北区西港町92-6 571-4337

16 (協)日専連北九州 802-0005 小倉北区堺町1丁目6番15号　日専連ビル9Ｆ 521-7550

17 サクセス(協) 803-0814 小倉北区大手町11番2号 581-0047

18 (協)北九州イベントスタッフ協会 800-0241 小倉南区長野本町3丁目10-1 474-1099

19 北九州エルピーガス事業(協) 804-0003 戸畑区中原新町2番1号 北九州テクノセンタービル5F 873-3388

20 北九州工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根8-39 471-7159

21 キック(協) 800-0221 小倉南区下曽根新町13-1 ㈱リードヘルスケア内 473-0355

22 小倉鉄工団地(協) 803-0185 小倉南区石原町175番地 451-0150

23 新日本設備工業(協) 803-0185 小倉南区大字石原町 小倉鉄工団地内 日田建工㈱内 452-3835

24 東小倉工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根3-7 473-4010

25 北九州運輸(協) 805-0061 八幡東区西本町1丁目3-18 671-1991

26 九築工業(協) 805-0017 八幡東区山王1丁目9-10 経理課 671-1635

27 共栄開発(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目24-5 ㈱芳賀内 671-1316

28 ジェーイーシー (協) 807-1262 八幡西区野面1111 エルゼ内 619-1020

29 八幡祇園町銀天街(協) 805-0067 八幡東区祇園1丁目6-1-103 671-0503

30 八幡中央区商店街(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目16-10 671-4340

31 八幡電気工事業(協) 805-0069 八幡東区前田1丁目9-4 シンバビル2F 681-7572

32 (協)安協会 806-0011 八幡西区紅梅3丁目1-21 631-3711

33 (協)折尾商連 807-0825 八幡西区折尾3丁目1-32 691-1462

34 黒崎駅前新天街(協) 806-0021 八幡西区黒崎2丁目7-16

会　員　名　簿
（令和３年７月１日現在）
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№ 企業名(団体名) 〒 所　在　地 TEL

35 三ヶ森商店街(振) 807-0843 八幡西区三ヶ森3丁目10-18 612-2261

36 西部興産グループ事業(協) 806-0064 八幡西区割子川2丁目17-32 613-1115

37 萩原・青山商店街(協) 806-0043 八幡西区青山2丁目11-21-201 642-3035

38 九州ツバメ石油(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸4-48 871-1330

39 (協)くすりの九友会 804-0091 戸畑区三六町14-12 871-0661

40 清掃美化(協) 804-0021 戸畑区一枝3丁目6-12 883-1552

41 西日本砂、砂利採取販売(協) 804-0075 戸畑区北鳥旗町2-15 KSKビル 871-2701

42 戸畑新工業団地(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸3-10 861-1170

43 北九州遠賀葬祭業(協) 800-0251 小倉南区葛原5-3-20  ㈲博善社内 472-0909

44 北九州塗装(協) 808-0109 若松区南二島2丁目17-18 701-2300

45 北九洲包装函(協) 808-0021 若松区響町1丁目88-11 山本段ボール㈱内 751-0200

46 響工業団地(協) 808-0022 若松区大字安瀬1番地25 751-4561

47 第一物流センター (協) 811-4311 遠賀郡遠賀町大字老良365-1 293-3270

48 中間市管工事(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-1 245-0077

49 中間市建設(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-5 245-1787

50 築上西部液化ガス事業(協) 829-0313 築上郡築上町有安179番地 0930-56-0183

51 東九州ヒューマンサポート事業(協) 824-0071 行橋市徳永579 0930-55-6327
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２号会員
№ 企業名(団体名) 〒 所　　　在　　　地 ＴＥＬ

1 福岡ひびき信用金庫 805-0059 八幡東区尾倉2丁目8番１号 661-2311

2 (株)オフィスソリューションズ北九州 803-0831 小倉北区日明3丁目6-20 591-2711

3 (有)フジプロダクション 802-0064 小倉北区片野1丁目13-1-202 922-3191

4 ヨシミ工産(株) 804-0094 戸畑区天神1丁目13-5 882-1661

5 北九州高齢者能力活用協議会 804-0067 戸畑区汐井町1-6 ウェルとばた8Ｆ 881-6699

6 社会福祉法人 福岡コロニー 811-0119 糟屋郡新宮町緑ケ浜１丁目11番1号 092-962-0764

7 北九州商工会議所 802-8522 小倉北区紺屋町13-1 541-0181

8 (公社)九州機械工業振興会 804-0003 戸畑区中原新町1-1 861-3001

9 福岡県機械金属工業連合会 北九州支部 802-0082 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7Ｆ 北中連内 531-0127

10 北九州市商業総連合会 802-0082 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7Ｆ 北中連内 531-0127

11 西日本産業(株) 804-0041 戸畑区天籟寺1丁目6番17-1 883-1281

12 明光運輸(株) 804-0094 戸畑区天神2丁目2-27 871-5690

13 (株)フジコー 804-0011 戸畑区中原西2丁目18-12 871-3724

14 (株)測　研 804-0013 戸畑区境川2丁目4-5 883-1511

15 (株)ケィ・ビー・エス 802-0014 小倉北区砂津1丁目2-17 522-0096

16 (株)大分銀行 小倉支店 802-0003 小倉北区米町1丁目1番21号 521-8336

17 (株)西日本シティ銀行 北九州総本部 802-0004 小倉北区鍛冶町1-5-1 511-0926

18 (株)井上産商 804-0092 戸畑区小芝3丁目8番22号 882-2881

19 (株)山本工作所 805-8514 八幡東区大字枝光1950番地の10 681-0378

20 清新産業(株) 805-0017 八幡東区山王1丁目16-8 661-4635

21 丸正鋼材(株) 808-0109 若松区南二島2丁目2-22 791-5133

22 九州電力(株) 北九州支店 802-8521 小倉北区米町2丁目3番1号 533-8507

23 北九州エアターミナル(株) 800-0306 小倉南区空港北町6番 475-4195

24 (株)Ｃ＆Ｇシステムズ 806-0067 八幡西区引野1-5-15 642-4541

25 ＴＯＴＯ(株) 802-8601 小倉北区中島2丁目1番1号 951-2052

26 戸畑港運輸(株) 804-0071 戸畑区川代二丁目4番1号 871-1721

27 (株)ゼンリン 804-0003 戸畑区中原新町3-1 882-9050

28 (株)芳  賀 805-0019 八幡東区中央2丁目24番5 671-1316

29 竹原運送(株) 804-0066 戸畑区初音町13番32号 871-3228

30 (株)ギラヴァンツ北九州 802-0001 小倉北区浅野3-1-26 あべりあ浅野ビル 863-6777

31 (株)豊川設計事務所 803-0835 小倉北区井堀3-18-18 Casa Foresta 1F 581-7082

32 (株)安川電機 806-0004 八幡西区黒崎城石2番1号 645-8801

33 (株)タカギ 802-8540 小倉南区石田南2丁目4-1 962-0941

34 西部ガス(株) 803-8666 小倉北区愛宕1丁目5番10号 591-6600

35 (公財) 産業雇用安定センター 北九州駐在事務所 802-0001 小倉北区浅野3丁目8-1　AIMビル2Ｆ 531-7806
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一般社団法人 福岡県機械金属工業連合会
会　長 松本　茂樹
副会長 自見　榮祐
　〃　 吉田　祐司

副会長 渡邉　　剛
　〃　 吉岡　秀樹
常務理事 渡　　隆三
　　　 他 役員一同

〒 812―0046
福岡市博多区吉塚本町９番 15 号
福岡県中小企業振興センタービル 11F 115 号室
電話 092-612-5155　 FAX 092-612-5178
E-mail : info@fukukiren-monodzukuri.jp
URL : http://www.fukukiren-monodzukuri.jp
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福岡県中小企業団体中央会
会　長　桑　野　龍　一

本　　　所　〒 812―0046　福岡市博多区吉塚本町９番 15 号
 福岡県中小企業振興センター９階
　　　　　　　　　　　　TEL092―622―8780  FAX092―622―6884
　　　　　　　　　　　　https://www.chuokai-fukuoka.or.jp/
北九州支所　〒 802―0082　北九州市小倉北区古船場町１番 35 号
 北九州市立商工貿易会館６階
　　　　　　　　　　　　TEL093―531―0181  FAX093―531―0469
　　　　　　　　　　　　E―Mail:kokura@chuokai-fukuoka.or.jp

副会長　花元　英彰　　副会長　　深田　康氏
　〃　　寺嶋　貞夫　　　〃　　　池田　幹友
　〃　　忍田　　勉　　　〃　　　梯　　輝元
　〃　　重松　和馬　　専務理事　吉岡　秀樹
　　　　　　　　　　　　　　外　役職員一同
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残暑お見舞い申し上げます
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北九州市防水工事業協同組合

理事長　月　形　孝　司

〒 802-0062
北九州市小倉北区片野新町２丁目11-25　中村ビル107号
　TEL（093）531―4607　FAX（093）531―4609
　E-mail:kitakiyu.bou@train.ocn.ne.jp

北九州塗装協同組合北九州塗装協同組合
理事長　理事長　志 水 雅 弘志 水 雅 弘

他　　組合員一同
〒808-0109　北九州市若松区南二島二丁目17番18号

電 話 093-701-2300
FAX 093-791-3997

［URL］　http://www.kita-pc.com
E-mail :k-toso-k@circus.ocn.ne.jp
E-mail : ccg000242686@kaw.bbiq.jp
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残暑お見舞い申し上げます

― 39 ―



中
間
市
中
間
一
丁
目
六
番
五
号

電　

話　

二
四
五
―
一
七
八
七

中
間
市
建
設
協
同
組
合

理 

事 

長　

黒　

瀬　
　
　

剛

外　
　

組

合

員

一

同

築
上
郡
築
上
町
大
字
有
安
一
七
九
番
地

電　

話　

〇
九
三
〇
―
五
六
―
〇
一
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
三
〇
―
五
六
―
五
五
一
三

築
上
西
部
液
化
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

理 

事 

長　

北　

川　

靖　

雄

小
倉
北
区
古
船
場
町
一
番
三
五
号

　
　
　
　
　
　
　

北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会
館
六
階

電　

話　

五
三
一
―
〇
一
八
一

北
九
州
地
区
商
店
街
連
合
会

会　

長　

甲　

山　

博　

美

代表取締役　麻　生　重　樹

〒 804-0041
北九州市戸畑区天籟寺１－６－17－１号

T E L 093―883―1281
FAX 093―881―1696

西日本産業株式会社
〒803-0831 北九州市小倉北区日明3丁目6番20号
TEL：093-591-2711/FAX：093-591-2712

URL:http://www.office-sk.co.jp

・リコーOA機器全般
・業種業務ソフト
・情報通信システム施工
・防犯カメラ
・システム保守

営業品目

・オフィス家具全般
・ホームページ作成
・ビジネスホン
・ネットワーク工事
・OAサプライ

感謝の気持ちで明日を築く
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残暑お見舞い申し上げます

福岡県領収証紙の販売
北中連は平成30年６月より福岡県領収証紙を販売しております。
詳細はホームページ活動内容の受託・提携事業をご参照下さい。

一般社団法人北九州中小企業団体連合会
〒802-0082  北九州市小倉北区古船場町１番35号

市立商工貿易会館７階北中連内
TEL 093―531-0127　FAX 093―531-0399
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事業所・工場清掃
事業所の負担は従事者
一人当たり９６０円／時間～

ＴＥＬ　９２２－４８０１
＊詳細は、お問い合わせください。
北九州市小倉北区片野新町 1-1-6
http://www.kitakyusilver.jp/

〒804-0003
北九州市戸畑区中原新町１番１号

TEL：０９３－８６１－３００１

FAX：０９３－８６１－３００７

HP：http：//www.kyukishin.or.jp/

E-MAIL：kksinfo@kyukishin.or.jp

確かな技術力で地域産業の
育成・支援を続ける九機振

教育研修事業
クレーン運転士実技教習、玉掛け技能講習、

床上操作式クレーン運転技能講習、
非破壊技術者資格講習会、研修室の開放利用

材料試験事業
引張試験、曲げ試験、圧縮試験、硬さ試験、
コンクリート試験、フィルム試験、プラスチック試験

機械加工事業
各種工作機械による機械加工

（ジグボーラー、平面研削盤、ガンドリルマシンなど）

ヨシミ

ヨシミ

東京営業所

残暑お見舞い申し上げます

清 新 産 業 株 式 会 社
代表取締役　吉　森　恵　一

〒805-0017 北九州市八幡東区山王1丁目16番８号
TEL093-661-4635　  FAX093-661-3399
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台風による突風・竜巻で起こる風の災害
　　　　　　豪雨による洪水・土砂崩れで起こる水の災害
　　　　　　　　　　　　　災害はいつどこで発生するかわかりません。

ご加入中の契約内容の見直しに『火災共済』をご検討下さい。

福岡市博多区吉塚本町９-15　福岡県中小企業振興センター８階
TEL：092-622-8071  FAX：092-622-8838

福岡県火災共済協同組合

福岡県機械金属工業連合会北九州支部

支部長　自　見　榮　祐
〒802-0082 北九州市小倉北区古船場町１番35号

市立商工貿易会館７階北中連内
TEL093-531-0127　  FAX093-531-0399

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

みなさまの明日を
� バックアップします。

ホームページ　http://www.fukuoka-cgc.or.jp/

株式会社 タカギ 本社：〒802-8540 福岡県北九州市小倉南区石田南 2-4-1
TEL：093-962-0941　FAX ：093-963-5792
http : / / www . takag i . co . j p /

株式会社 タカギ 本社：〒802-8540 福岡県北九州市小倉南区石田南 2-4-1
TEL：093-962-0941　FAX ：093-963-5792
http : / / www . takag i . co . j p /
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北九州市商業総連合会
会　　長　甲　山　博　美

副 会 長
〃
〃
〃
〃

白　浜　尊　誓（門　司）
田　中　孝　文（小倉南）
藤　原　武　志（八　幡）
髙　木　壽　則（戸　畑）
安　部　研　一（若　松）

〒 802―0082　小倉北区古船場町 1-35 市立商工貿易会館７階北中連内
TEL 093―531―0１27　FAX 093―531―0399

ホテルテトラ
北九州

残暑お見舞い申し上げます
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2021年 夏季号 北中連だより 広告原稿案 

 
 
 
 
 
 
  

「「介介護護とと医医療療」」ののデデパパーートト・・・・・・・・・・（（3366施施設設））  

ケケアアママネネ  111122 名名    介介護護相相談談無無料料  
介介護護福福祉祉士士  ２２８８７７名名    看看 護護  師師    １１１１３３名名    理理学学療療法法士士等等  ４４６６名名  

管管理理栄栄養養士士等等    ４４２２名名    社社会会福福祉祉士士等等  ６６３３名名    医医  師師                ７７名名      

特特定定社社会会福福祉祉法法人人  年年長長者者のの里里  

☎☎009933--665522--22110000  
〒805-0048  
北九州市八幡東区大蔵 3-2-1 
E-MAIL support＠n-sato.com 
担当／井上・中西 

（在宅介護支援センター内）  

ケケアアププラランンセセンンタターー穴穴生生（（11//11））  
訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン穴穴生生（（22//11））  新新設設  
  

介介護護ササーービビスス  
空空きき情情報報  

八幡西区穴生 
TEL093-644-7773 

残暑お見舞い申し上げます
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　本連合会では、時代や経済の変化とともに会員規定を見直し、従来の正会員
（協同組合等）を「１号会員」とし、賛助会員のうち法人や法人を構成員とす
る団体を「２号会員」として、本連合会の運営に参画いただき、幅広い意見等
を取入れ組織の活性化と拡大を図っています。
　つきましては、本連合会の概要と趣旨をご理解のうえ、積極的にご加入いた
だきますようご案内申し上げます。

記

１　加　入　方　法　下記申込書にご記入のうえ、切り離してご投函ください
２　会　　　　　費　「１号会員」　出資金による差等割
　　　　　　　　　　「２号会員」及び「賛助会員」　年額　10,000円
　　　　　　　　　　※ご加入後に会費の請求をさせていただきます。
３　事 業 の 利 用 料　（１）会が主催する講演会、講習会、研究会等は無料
　　　　　　　　　　　　　但し、懇親会等は実費を負担願います。
　　　　　　　　　　（２）FAX通信及びホームページ利用は事前に事務局へ
　　　　　　　　　　　　　ご相談ください。

会 員 加 入 の ご 案 内



１　沿　　革
　　昭和29年９月21日　任意団体北九州中小企業団体連合会として発足
　　昭和43年12月５日　北九州中小企業協同組合連合会として法人化
　　昭和50年８月22日　社団法人北九州中小企業団体連合会に組織変更
　　平成25年４月１日　一般社団法人北九州中小企業団体連合会に組織変更
　　　

２　事　　業
　　 　主に、講演会、シンポジウムの開催や会報の発行及び国、県、市などの中小企業施策

や研修会、講習会等をFAXにより情報提供を行なっています。
　　 　また、工業部会、商業部会、建設関連業部会、サービス業その他業種部会の４部会及

び金融税制委員会、情報委員会の２委員会を設置しており、各業界や業種の状況を把握
し、県や市に対する意見や要望を集約して、毎年、建議・陳情を行なっています。

３　会員資格
　　「１号会員」 北九州市、行橋市、豊前市、中間市、京都郡、築上郡、及び遠賀郡に事務

所を有する中小企業等協同組合、商店街振興組合、商工組合及び協業組合
　　「２号会員」 本法人の目的に賛同し、その事業に協力しようとする法人並びにこれらの

者を構成員とする団体
　　「賛助会員」 本法人の目的に賛同し、その事業に協力しようとする個人
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・障害者支援施設　福岡コロニー
・障害福祉サービス事業所　わーくはうすコロニー
・障害福祉サービス事業所　福岡福祉工場
・障害者支援施設　福岡県障がい者就労支援ホームあけぼの園
・障害福祉サービス事業所　なのみ工芸
・障害者支援施設　なのみの里
・古賀市障がい者生活支援センター　咲
・障害者就業・生活支援センター　ちどり
・共同生活援助事業所　グループホームかづるⅠ・Ⅱ
・相談支援事業所　福岡コロニー

〒816 0934 大野城市曙町二丁目４ 18
（福岡県障がい者就労支援ホームあけぼの園）
TEL.（092）501 7405　FAX.（092）501 7425
〒812 0046 福岡市博多区吉塚本町９番15号
中小企業振興センタービル１階
TEL.（092）611 2341　FAX.（092）501 7425
〒811 3115 古賀市久保1343 3
TEL.（092）944 4422　FAX.（092）944 4071
〒811 3115 古賀市久保1343 3
TEL.（092）944 4308　FAX.（092）944 4309

TEL.（092）944 4419　FAX.（092）944 4071

南福岡営業所

本部・工場

博多営業所

古賀営業所

なのみの里

なのみ工芸

社会福祉法人　福岡コロニーukuoka

olony

〒811 0119　福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目 11 番 1 号

TEL.（092）962 0764　FAX.（092）962 0768

http://www.fukuoka-colony.net
印刷全般・さをり織り・製麺（冷凍うどん）

ポスター　チラシ　パンフレット　リーフレット　カタログ
ダイレクトメール　自費出版　広報誌　機関誌　書籍　文集
詩歌集　各種マニュアル　会議資料　帳簿　封筒 etc.

●ポスター 
●チラシ 
●パンフレット 
●リーフレット 
●カタログ 
●ダイレクトメール 
●広報紙 
●自費出版 
●機関誌 
●書籍 
●文集 
●詩歌集 
●各種マニュアル 
●会議資料 
●封筒 
●さをり織り 
●冷凍うどん 
●古紙回収 
　　　　etc. 

本 部 ・ 工 場 　〒811―0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号 
TEL.（092）962―0764　FAX.（092）962―0768 

南 福 岡 営 業 所 　〒816―0934 大野城市曙町二丁目4番18号 
（福岡県身体障害者授産指導所）　 TEL.（092）501―7405　FAX.（092）501―7425 
博 多 営 業 所 　〒812―0046 福岡市博多区吉塚本町9番 15号 中小企業振興センタービル1階 

TEL.（092）611―2341　FAX.（092）501―7425 
古 賀 営 業 所 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4422　FAX.（092）944―4071 
な の み の 里 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4308　FAX.（092）944―4309 
デイサービスセンター 　TEL.（092）944―4096　FAX.（092）944―4309 
な の み 工 芸 　TEL.（092）944―4419　FAX.（092）944―4071 

北中連だより� 令和３年８月31日発行　2021年夏季号　通巻134号

池　田　幹　友
伊　崎　晴　朗

残暑お見舞い申し上げます
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四宮　佑次　『風に吹かれて#11』




